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平成１８年度第３回岡山市総合政策審議会保健・福祉部会における主要な意見

１ 日 時 平成１９年２月１４日（水） １３：３０～１４：５３

２ 場 所 岡山市職員研修所３階第３会議室

３ 出 席 者 ８人

４ 傍 聴 者 ３人

５ 会議概要 障害福祉計画について

６ 主要な意見

非常に短期間の中で国の示した目標値についての検討も十分なされていないのであろう

が、目標値が高いような印象を受ける。中間の目標を定めてはどうか。

年度毎に目標値と実績について検証していく必要がある。

、 。障害者の雇用・就労については 就職しても途中で離職する等色々と難しい問題がある

問題点を把握するために市でも就労者についての調査をしてはどうか。

自立支援法の理念－自己選択・決定－が実現できるように行政としての指導やタイアッ

プを考えていただきたい。

着実に前進している感があり、いい計画案ができていると思う。これを更に次のステッ

プへつなげていただきたい。

今後この計画を障害者の視点・立場に立って、地域生活支援事業を見直したように改善

していって欲しい。

コマーシャル効果を して企業に障害者雇用促進を働きかけてはどうか。PR

成年後見制度の利用が増加しているが、費用面等での検討をお願いしたい。

※ 出された意見については、来年度策定される「岡山市障害者プラン」に反映させるこ

ととし、障害福祉計画（最終案）については原案通り了承された。


